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町
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
産

業
振
興
の
着
実
な
推
進
」
、「
少
子
高

齢
化
対
策
へ
の
対
応
、福
祉
の
充
実
」、

「
災
害
に
強
い
ま
ち
」
を
政
策
の
柱

と
し
、
本
町
が
目
指
す
べ
き
方
向

性
を
し
っ
か
り
見
極
め
、
町
民
の

皆
さ
ま
か
ら
、
郷
土
に
本
当
に
住

ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
を
目
指
し
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
お
け
る
本
町
の

主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

　
「
大
月
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
雇

用
を
生
み
出
す
こ
と
を
大
き
な
課

題
と
し
、
農
林
漁
業
者
や
関
係
機

関
が
、
互
い
に
連
携
・
協
力
し
合
い
、

所
得
の
向
上
や
規
模
拡
大
、
人
材

育
成
に
取
り
組
み
、
町
外
か
ら
の

移
住
や
定
住
を
促
す
こ
と
で
、
本

町
の
活
力
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

指
し
、産
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
町
の
農
業
の
主
幹
で
あ
る
、
施

設
園
芸
の
生
産
性
・
収
益
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
環
境
保
全
型
農

業
の
推
進
や
環
境
制
御
な
ど
の
先

進
技
術
の
普
及
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
更
新
が
必
要
と
な
っ
た
園

芸
用
ハ
ウ
ス
の
施
設
整
備
を
支
援

す
る
な
ど
、
既
存
農
業
の
再
構
築

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成

に
つ
き
ま
し
て
は
、
移
住
・
定
住

希
望
者
な
ど
に
本
町
の
就
農
支
援

情
報
を
積
極
的
に
発
信
す
る
と
と

も
に
、
農
家
で
の
研
修
を
支
援
す

る
県
の
新
規
就
農
推
進
事
業
や
、

営
農
定
着
を
図
る
国
の
農
業
次
世

代
人
材
投
資
事
業
な
ど
を
活
用
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
就
農
希
望

者
を
総
合
的
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
平
成
29
年
3
月
に
、
大
月
町
に

初
め
て
設
立
さ
れ
た
「
森
の
里
春

遠
集
落
営
農
組
合
」
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、農
業
機
械
や
施
設
整
備
へ
の

補
助
、そ
し
て
、
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
交
付
金
を
活
用
し
た
農
地

や
農
業
用
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
、

集
落
活
動
や
農
業
生
産
活
動
へ
の
支

援
を
進
め
、体
質
強
化
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
モ
デ
ル
と
し
、耕
作
放
棄
が
進

む
他
の
地
域
に
も
波
及
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
農
業
の
活
性
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
林
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
町
の
森
林
整
備
の
中
核
的
な
担
い

手
で
あ
る
森
林
組
合
に
お
い
て
、
森

林
所
有
者
へ
の
適
切
な
施
業
の
提
案

等
が
で
き
る
森
林
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
育

成
し
、
合
わ
せ
て
経
営
基
盤
の
強
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
荒
廃
が
進
む
森
林
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
公
益
性
の
高
い
森
林
の

間
伐
や
作
業
道
の
開
設
を
積
極
的
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
小
規
模
林
業

者
な
ど
の
多
面
的
な
森
林
施
業
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
月
町
の
地
域
資
源
で
あ

る
ウ
バ
メ
ガ
シ
を
活
用
し
た
土
佐
備

長
炭
の
生
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
原

木
生
産
に
係
る
作
業
道
の
開
設
な
ど

支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

生
産
量
の
確
保
と
魚
価
の
向
上
に
よ

る
漁
業
所
得
の
向
上
を
目
指
し
、
す

く
も
湾
中
央
市
場
を
拠
点
と
し
た

水
揚
げ
の
促
進
や
、
計
画
的
な
生

産
が
可
能
で
多
く
の
雇
用
が
期
待

で
き
る
マ
グ
ロ
養
殖
を
は
じ
め
と

す
る
養
殖
事
業
の
振
興
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
獲
量
を
維
持
・
確
保

す
る
た
め
、
漁
業
生
産
環
境
の
保

全
や
種
苗
放
流
、
施
設
整
備
な
ど

を
進
め
る
と
と
も
に
、
担
い
手
対

策
と
し
て
、
新
規
就
業
者
支
援
事

業
や
漁
船
導
入
支
援
事
業
な
ど
を

活
用
し
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保
、

育
成
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
す
く
も
湾
中
央
市
場
に
、
製
氷

貯
氷
施
設
の
整
備
を
行
い
、
海
外

輸
出
が
期
待
さ
れ
る
養
殖
漁
や
ま

き
網
漁
業
な
ど
、
市
場
に
お
け
る

水
揚
げ
作
業
の
集
約
化
、
効
率
化

を
進
め
、
漁
業
所
得
の
向
上
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
知
県
で
は
、
平
成
29
年
3
月
に

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
志
国
高

知
・
幕
末
維
新
博
の
取
り
組
み
に

よ
っ
て
、
過
去
最
高
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
平
成
22
年
の
観
光
客
数

4
3
5
万
人
を
突
破
し
、
過
去
最

高
値
を
更
新
し
た
と
い
う
報
道
が

な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
町
に
お

い
て
も
、
昨
年
夏
の
柏
島
へ
の
観

光
客
の
集
中
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
道
の
駅
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
・
大

月
」
の
売
店
と
ふ
れ
あ
い
市
の
レ
ジ

通
過
者
累
計
は
、
平
成
28
年
を
4
、

5
9
7
人
上
回
る
1
9
5
、
3
2
8

人
と
な
っ
て
お
り
、
年
間
売
上
高
と

と
も
に
、
過
去
最
高
値
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
、
観
光
客
の
受

け
入
れ
体
制
の
強
化
・
充
実
を
図
る

た
め
、
柏
島
地
区
に
旧
柏
島
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
等
を
利
用
し
た
駐
車
場

施
設
の
整
備
を
計
画
し
て
お
り
、
柏

島
地
区
の
違
法
駐
車
問
題
の
解
決
、

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
渋
滞
緩
和
、
そ
し

て
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
ま
で
波
及
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
洞
山
に
建
設
さ
れ
て
お

り
ま
す
大
型
風
車
も
今
月
か
ら
本
格

的
な
発
電
事
業
を
開
始
す
る
中
、
工

事
の
完
成
と
開
業
を
祝
う
式
典
を
5

月
22
日
に
行
う
予
定
で
、
こ
の
式

典
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
週
末
に
は
一

般
開
放
を
行
い
、
陸
上
設
置
型
で
は

日
本
最
大
級
の
風
車
を
見
学
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
大
洞
山
か
ら
太

平
洋
、
豊
後
水
道
を
見
下
ろ
す
眺
望

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
大

洞
山
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
と
詳
細
の

協
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
風
力
発
電
所
が
本
町
の
観
光
資
源

と
な
り
、
新
た
な
誘
客
に
繋
が
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
町
民
の
憩
い
の
場

と
な
る
よ
う
、
事
業
者
と
協
議
を
重

平
成
３０
年
3
月

第
2
回
大
月
町
議
会
定
例
会

町
長
の
施
政
方
針
お
よ
び

行
政
報
告

産
業
振
興
の
着
実
な
推
進

平
成
３０
年
度
町
長
施
政
方
針
要
旨
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ね
、
来
場
者
の
安
全
を
確
保
し
、

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
取

り
組
み
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み

の
世
帯
、
更
に
は
認
知
症
高
齢
者

の
増
加
が
今
後
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
県
に
お
い
て
は
、「
日

本
一
の
健
康
長
寿
県
づ
く
り
」
を

基
本
施
策
と
し
て
お
り
、
本
町
に

お
い
て
も
平
成
29
年
3
月
に
、
「
大

月
町
地
域
福
祉
計
画
・
福
祉
活
動

計
画
」
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
3
月
に
は
、
平
成

30
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
3
年

間
の
介
護
保
険
対
象
サ
ー
ビ
ス
の

量
を
見
込
む
と
と
も
に
、
高
齢
者

の
保
健
・
福
祉
施
策
を
推
進
し
て

い
く
た
め
、
「
大
月
町
高
齢
者
福
祉

計
画
」
「
第
7
期
介
護
保
険
事
業
計

画
」
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
計
画
に
沿
っ
て
、
地

域
の
皆
さ
ま
を
中
心
と
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
人
た
ち
や
民
生
委
員
、
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
、
高
齢
者
一
人
ひ

と
り
の
主
体
的
な
生
き
方
を
尊
重
し
、

医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
暮

ら
し
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
施
設
の
拠
点
と
な
る
、

通
所
介
護
施
設
「
デ
イ
・
サ
ー
ビ

ス
さ
ん
ご
荘
」
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

現
在
の
定
員
20
名
か
ら
30
名
に
増

員
し
、高
齢
者
や
障
害
者
等
の
交
流

が
行
え
る
複
合
的
施
設
と
し
て
整

備
し
、
自
立
支
援
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
共
助
の

基
盤
づ
く
り
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ど
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
お
互
い
が

支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
の
構
築

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
子
育
て
支
援
の
最
重
要

課
題
と
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
統

合
保
育
所
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
よ

り
充
実
し
た
保
育
環
境
の
整
備
を

図
る
た
め
統
合
促
進
委
員
会
と
の

協
議
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
計
画
予
定
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
平
成
30
年
度
に
、
統
合

保
育
所
の
新
築
工
事
の
測
量
設
計

を
行
い
、
平
成
31
年
度
に
建
築
、

そ
し
て
平
成
32
年
度
の
開
所
に
向
け
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
統
合
保
育
所
の
経
過
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
29
年
1
月
の
再
編

計
画
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
統

合
保
育
所
・
建
設
の
合
意
を
い
た

だ
き
、
統
合
を
前
提
に
各
園
を
回
り
、

保
護
者
お
よ
び
地
域
住
民
と
会
合
を

重
ね
た
結
果
、
理
解
と
同
意
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
「
3
園
を
統
合
し
、

1
園
を
新
築
す
る
」
と
の
意
見
の
合

意
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
6
月
に
大
月
町
立
保

育
所
統
合
促
進
委
員
会
を
設
置
し
、

施
設
・
環
境
の
整
備
や
人
的
環
境
整

備
等
々
に
つ
い
て
の
協
議
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　
統
合
保
育
所
の
名
称
に
つ
き
ま
し

て
は
公
募
に
よ
り
決
定
す
る
事
と
な

り
、
広
く
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
統
合
促
進
委
員
会
で
は
近
隣
の

保
育
所
を
視
察
研
修
に
行
く
な
ど
、

先
進
地
で
あ
る
保
育
所
を
参
考
に
し

な
が
ら
統
合
保
育
所
の
規
模
、
子
ど

も
子
育
て
事
業
の
拡
大
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　
当
初
よ
り
、
統
合
保
育
所
の
建
設

予
定
地
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
、
旧

宿
毛
高
校
大
月
分
校
跡
地
は
、
高
台

に
位
置
し
、
自
然
災
害
に
対
す
る
防

災
面
や
施
設
環
境
の
う
え
か
ら
立
地

条
件
に
適
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は

大
月
小
・
中
学
校
を
含
め
た
教
育
ゾ

ー
ン
と
し
て
位
置
付
け
て
、
保
・
小
・

中
に
よ
る
連
携
教
育
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
大
月
町
の
地
域
総
合
戦
略
を
進
め

る
う
え
で
、
子
育
て
の
で
き
る
環
境

と
子
育
て
支
援
、
若
者
の
定
住
促
進

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
極
め
て
重

要
で
あ
り
、
質
・
量
の
拡
充
、
施
設
・

環
境
の
整
備
、
人
的
環
境
整
備
を

行
い
、
保
護
者
が
安
心
・
安
全
、

不
安
や
負
担
の
少
な
い
、
喜
び
や

生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
支
援
を
こ
れ
か
ら
も
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
具
体
的
な
施
策
、

「
安
心
し
て
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
が
で
き
る
社
会
の
構
築
」

に
掲
げ
た
重
点
事
業
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
町
に
借
り
ら
れ
る
住
宅
が

な
い
た
め
近
隣
の
市
町
村
で
生
活

し
て
い
る
、
若
い
世
代
、
子
育
て

世
代
が
、
大
月
町
で
安
心
し
て
生

活
し
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、

住
む
場
所
の
確
保
、
住
環
境
の
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
、
姫
ノ
井
の
成

ヶ
丘
団
地
に
地
域
優
良
賃
貸
住
宅

1
棟
6
世
帯
の
建
築
を
行
う
予
定

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
近
い
将
来
発
生
が
予
想
さ
れ
る

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

本
年
2
月
9
日
に
政
府
の
「
地
震

調
査
委
員
会
」
は
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
つ
い
て
、
今
後
30
年

以
内
に
発
生
す
る
確
率
を
従
来
の

「
70
％
程
度
」
か
ら
「
70
〜
80
％
」

に
引
き
上
げ
た
と
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

　
時
間
の
経
過
と
と
も
に
巨
大
地
震

発
生
の
可
能
性
は
高
ま
っ
て
き
ま
す
。

次
の
巨
大
地
震
に
備
え
、
地
域
の
自

主
防
災
組
織
や
事
業
者
の
方
々
、
そ

し
て
関
係
機
関
と
の
連
携
を
よ
り
一

層
深
め
、
防
災
体
制
の
充
実
強
化
に

努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
防
災
関
連
施
設
の
整
備

等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
ハ
ー
ド

面
の
対
策
は
着
実
に
進
捗
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
住
宅
の
安
全
対
策
や

災
害
発
生
後
の
応
急
期
、
復
旧
・
復

興
対
策
な
ど
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
は
、

ま
だ
ま
だ
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ら
ソ
フ
ト
面
の
対
策
を
強
化
す
る
取

り
組
み
を
推
進
し
、
地
域
の
防
災
力

向
上
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
対
策
へ
の
対
応
、

福
祉
の
充
実

災
害
に
強
い
ま
ち
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総発電量33，000kw  四国1位

　大洞山風力発電所の完成を祝う竣工式典に先立ち、下記の内容で
前夜祭を行います。
　入場は無料です。多くのみなさんの参加をお願いします。
＜日時＞
　5月21日（月）　18：30開場
＜場所＞
　農村環境改善センター
＜プログラム＞
　・大月赤太鼓
　・歌手ばんばひろふみ氏ミニコンサート（30分程度）
　・風車建設中のビデオ上映

　来場には、事前チケットが必要です。（ふれあいパーク大月、大月町観光協会、まちづくり
推進課などで、5月7日より配布予定としています。）

5/21

　町内で2カ所目となる風力発電所「大洞山ウィンドフ
ァーム」が完成し、3月1日より商業用電力の発電事業を
スタートしました。
　同発電所は、平成15年頃より、ムクリ山の発電所と並
行する形で調査・検討を行っておりましたが、先行して
ムクリ山発電所（大月ウィンドファーム）が平成18年よ
り運転を開始していました。
　平成24年1月に開発企業のグリーンパワーインベス
トメント（GPI）との間に建設に向けた確認書を締結し、
関係地区への説明会を重ね、建設への理解と協力を求め
る中、環境影響評価を行い、平成25年1月に風力発電所
建設に伴う協定を締結した後、関係機関への許可申請等
を経て、平成27年10月より開発工事が開始され、本年3
月1日に完成し、商業電力の発電がスタートしています。
　大洞山ウィンドファームは、本町の中でも標高の高い
大洞山山頂を中心に南北に11基の風車が整備されており、
風車は米ゼネラル・エレクトリック（ＧＥ）社製で、1基の
出力は3，000kw、総出力33，000kwは、一般家庭の約
20，000世帯分の発電量となります。
　また、風車の規模は柱部分が80ｍ、ブレードと呼ばれ
る羽の部分が1枚50ｍとなっており、最長時は地上130
ｍの高さとなります。
　本町では、平成18年に発電を開始している大月ウィン
ドファーム（1 ，000kw×12基）と合せ合計発電量は
45，000kwとなり、現在、四国内では第2位（1位は愛媛県
伊方町）ですが、大洞山ウィンドファームは、発電所規
模単位としては四国1位の発電量を誇ります。
　今後は、大洞山ウィンドファームの協力を得て、本町
の新たな観光資源として活用し、観光・環境事業の推進
を図っていきます。

大洞山風力発電所完成
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今後のスケジュール

・5月21日（月）前夜祭
・5月22日（火）竣工式
・5月26日（土）、27日（日）一般開放

※一般開放については、しばらくの間、土曜日・
日曜日で行う予定としていますが、26日・27日
の様子を見て次回の開放日を決定することとし
ています。
また、発電所内の道路等は作業道路として整備
されていますので、一般道路とは違い、白線や
ガードレールなどの安全対策が十分ではありま
せん。見学に訪れる場合は、発電所内での注意
事項に従っていただきます。
なお、一般開放が近づいてきたら町内のご家庭
にはチラシを配布いたしますので、注意事項等
をご確認のうえ、ご来場ください。

　■お問い合わせ　まちづくり推進課　商工観光係　蕁73－1181

　大洞山に建設された風力発電所内の道路を開放するにあたっては、来場される方々に守って
いただかなければいけないルールが何点かあります。
　まず、発電所内は発電事業者の管轄する作業道です。坂の勾配やカーブの見通し、道幅など
について一般道路と違います。入場される際は、車の運転に十分注意してください。
　発電所に入場する時には、安全誓約書の提出が必要です。町民のみなさんには、5月に配布
するチラシに必要事項を記入して来場していただければ、通行カード（仮称）をお渡しし、次回
からの安全誓約書提出を免除できる仕組みを検討しています。
　下記の注意事項を確認のうえ、ご来場ください。
　・発電所内の事故は自己責任において対応願います。
　・運転中のわき見運転はしないでください。
　・ゴミはもって帰ってください。
　・発電所内は禁煙となっています。施設内での喫煙はご遠慮ください。
　・発電所内にはトイレがありません。（休憩所やトイレなどは今後整備予定です）来場の際
　　はお気を付けください。

大洞山ウィンドファームの一般開放に関する留意点大洞山ウィンドファームの一般開放に関する留意点

今後のスケジュール

・5月21日（月）前夜祭
・5月22日（火）竣工式
・5月26日（土）、27日（日）一般開放

※一般開放については、しばらくの間、土曜日・
日曜日で行う予定としていますが、26日・27日
の様子を見て次回の開放日を決定することとし
ています。
また、発電所内の道路等は作業道路として整備
されていますので、一般道路とは違い、白線や
ガードレールなどの安全対策が十分ではありま
せん。見学に訪れる場合は、発電所内での注意
事項に従っていただきます。
なお、一般開放が近づいてきたら町内のご家庭
にはチラシを配布いたしますので、注意事項等
をご確認のうえ、ご来場ください。
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特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 特 別 会 計
住宅新築資金等貸付事業特別会計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
水 道 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
漁 業 集 落 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計
病 院 事 業 会 計

合　　　　　　　計

会　　計　　名
346,768

0
994,650
93,086

224,705
799,880

4,810
549,011

3,012,910

338,772
662

1,196,720
101,864
336,828
807,687

4,921
525,724

3,313,178

7,996
△662

△ 202,070
△8,778

△ 112,123
△ 7,807

△ 111
23,287

△ 300,268

2.4％
皆減

－16.9％
－8.6％

－33.3％
－1.0％
－2.3％
4.4％

－9.1％

平成30年度（Ａ）平成29年度（Ｂ）増減額（Ａ）－（Ｂ） 比　　較

国庫支出金
4億4,470万円
9.2％

県支出金
3億4,413万円
7.1％

町債
6億9,370万円
14.3％

繰入金
5億3,419万円
11.0％

民生費
11億5,020万円
23.8％

衛生費
4億7,828万円
9.9％

農林水産業費
2億9,152万円
6.0％

土木費
6億6,997万円
13.9％

公債費
6億4,176万円
13.3％

歳出歳入
地方交付税
20億547万円
41.5％

地方交付税
20億547万円
41.5％

国庫支出金
4億4,470万円
9.2％

県支出金
3億4,413万円
7.1％

町債
6億9,370万円
14.3％

地方消費税交付金
8,586万円
1.8％

地方譲与税
4,160万円
0.9％

その他の交付金
1,416万円
0.3％

町税
3億4,176万円
7.1％

繰入金
5億3,419万円
11.0％

分担金及び負担金
2,457万円
0.5％

諸収入
2,556万円
0.5％

使用料及び手数料
1億2,952万円
2.7％

その他
1億4,978万円
3.1％

議会費
5,459万円
1.1％

総務費
8億8,109万円
18.2％

民生費
11億5,020万円
23.8％

衛生費
4億7,828万円
9.9％

農林水産業費
2億9,152万円
6.0％

商工費
1億1,459万円
2.4％

土木費
6億6,997万円
13.9％

消防費
2億8,266万円
5.8％

消防費
2億8,266万円
5.8％

教育費
2億4,355万円
5.0％

災害復旧費
2,479万円
0.5％

公債費
6億4,176万円
13.3％

その他
200万円
0.1％

（単位：千円）

　平成30年度の一般会計は、前年度に比べ4億3,400万円（9.9％）の増額となっています。これは、
保育所統合に係る事業の開始や、定住促進のための町営住宅の建設に取りかかることが主な要因と
なっています。

予算の総額　48億3,500万円予算の総額　48億3,500万円予算の総額　48億3,500万円

特別会計・病院事業会計特別会計・病院事業会計特別会計・病院事業会計
　特別会計は、特別な目的を持って独立採算を基本に経理される会計です。
　本年度は、各特別会計と病院事業会計の合計は30億1,291万円となり3億26万8千円（9.1％）の減
額となっています。

　歳出については、事務事業の見直し等により
経常的な支出の抑制に努めているところですが、
引き続き、地方創生事業に取り組むとともに、
保育環境の整備を重点事業と位置付ける予算と
なっています。

　歳入については、地方交付税の減額など自主
財源の乏しい本町には厳しい状況であるため、
今年度も、基金の取り崩しなどによって予算編
成を行いました。

一　般　会　計一　般　会　計

平成30年度　当初予算平成30年度　当初予算平成30年度　当初予算
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　ふるさと納税基金を
活用して、本町ホーム
ページをリニューアル
し、従来のホームペー
ジよりも情報の見易
さ、使い勝手の向上を
図りました。
　ホームページのアド
レスは従来のものから
変更はなく、スマート
フォンからもアクセス
できます。
　ホームページの構成は「総合トップ」を軸に、生活に関連のある情報に特化した「暮らしの
情報」、観光の情報に特化した「観光情報」、移住者向けの情報に特化した「移住定住情報」
の3種類の情報に分岐するようにしています。
　ドローンによる空撮映像などの素材を使用し、本町の美しい景観が閲覧できます。
　今後も随時更新を行っていき、本町の魅力や各種イベントの広報を強化し、情報発信に力を
入れていきます。

　■お問い合わせ　まちづくり推進課　企画政策係　蕁73－1181

暮らしの情報 観光情報 移住定住情報

総合トップ

新規採用職員紹介新規採用職員紹介
4月1日付で町職員

となりました！

町民の皆さまのお力になれ
るように日々頑張っていき
たいと思いますので、これ
からよろしくお願いいたし
ます。

谷　遼（税務課）

町民の方が安心して生活で
きるような町づくりをして
いきたいです。よろしくお
願いします。

三保木　雄太（保健介護課）

社会人1年目で不安もありま
すが、何事も勉強し一生懸
命頑張りますので、よろし
くお願いします。

西村　一真（教育委員会）

大月町の為に日々頑張りま
すので、よろしくお願いい
たします。

原　広志（大月病院事務局）

大月町の方と関わりながら、
たくさん学んでいきたいで
す。
よろしくお願いします。

山岡　友里恵（保健介護課）

社会人1年目でまだ分からな
い事だらけですが、先輩方
から沢山学び少しでも早く
立派な消防士になれるよう
頑張りますので、よろしく
お願いします。

川田　崇史（幡多西部消防）

高校を卒業したばかりで、
まだまだ未熟ですが、消防
学校で知識や技能を身に付
け、町民の方々に頼られる
消防士になりたいと思いま
す。

谷口　大悟（幡多西部消防）
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橋元　幸星（医師）
1年ぶりに大月病院に戻ってきました橋元幸星です。1年間自治
医科大学で最新の内視鏡診断・治療を学んできました。皆様の健
康維持に尽力したいと思っています。お気軽に病院に相談に来て
ください。

山本　眞代（歯科医師）
大月病院歯科医師として赴任して参りました山本眞代です。皆さ
まのお役に立てるよう、精一杯頑張りますので、よろしくお願い
します。 橋元幸星（医師） 山本眞代（歯科医師）
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　本町では、「ふるさと納税制度」を利用し、本町に対する応援寄付を募る取り組みを行っています。
そして寄付をしてくださった方にはお礼として、本町でとれた農産物や海産物、町内で加工された
商品等をお返ししています。
　返礼品の中でも特に人気なのは、国内屈指の生産量を誇る本町の海で育った「養殖マグロ」です。
また唐岩地区で育てられた「四万十鶏」、農林水産大臣賞を受賞したことのある「力豚」や「はれひ
め（みかん）」「とうもろこし」も人気です。それ以外にも「干物」や「イチゴタルト」「文旦」「芋」
など、本町には全国の人々にも喜んでもらえる商品が沢山あります。

　返礼品のほとんどはふれあいパーク・大月でも買うことができます！気になる商品がありました
らぜひ足を運んでみてくださいね。これからも「ふるさと納税」を通じて大月のおいしいもの、誇
れるものを発信していきたいと思います。

詳しくはこちら→ふるさとチョイス
https://www.furusato-tax.jp/city/product/39424

平成29年度返礼品ランキング平成29年度返礼品ランキング平成29年度返礼品ランキング

第1位

第2位 第3位

大月育ち 本マグロ 中トロセット

ぶどうの詰め合わせ 力豚 豚コマ

第 4 位　大月のお芋（安納芋）

第 5 位　とうもろこし

第 6 位　大月育ち 本マグロ 赤身セット

第 7 位　大月育ち 本マグロ 豪華1.2㎏

第 8 位　大月のお芋（安納こがね）

第 9 位　イチゴタルト

第10位　みかん（はれひめ）

　■お問い合わせ　まちづくり推進課　企画政策係　蕁73－1181
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■お問い合わせ　まちづくり推進課　企画政策係　蕁73－1181
　地域おこし協力隊facebook　https://www.facebook.com/otsukikochi

2月に着任しました寺内さんからコメントをいただきました！

3月に卒業しました橋本さんからコメントをいただきました！

　皆さんこんにちは！2月に地域おこし協力隊の地域産
品外商担当に着任いたしました寺内奈緒子です。
　出身は大阪で、大月に来る前は東京に住んでいました。
　前職は、クラウドファンディングサービスを提供し
ている会社で働いていました。
　クラウドファンディングとは、インターネット上で
自分の夢や活動を発信することで、共感したり、応援
してくれる仲間を募り、お金を集めることができる仕
組みです。私はそこで、夢を持ち一生懸命頑張ってい
る人たちのサポートをしてきました。しかしやりとりは、
電話やテレビ電話がほとんど。夢を叶えたい人をもっとサポートしたいのに、それができない
現状にモヤモヤ。それならいっそのこと夢や課題解決をするために一生懸命頑張っている人た
ちのところへ行ってしまおう！と思い、地域おこし協力隊として働くことを決意しました。
　大月へ来て約1ヵ月、来る前には分からなかった魅力が大月にはありました。まず一番懸念
していたのは、田舎特有の外からの移住者を嫌う文化です。それが大月にはありませんでした。
昔からお遍路さんを受け入れてきたからなのか、よそ者の私を優しく受け入れてくれました。
　そして大月のことが大好きで、大月のために頑張る人たちの存在を知りました。おいしい野
菜をみんなに食べてもらうために、毎日一生懸命働いている農家さんの存在も知りました。
　私はそんな頑張っている人たちと一緒に、大月の農作物や海産物などの地域産品、そして大
月の魅力を全国へ届けていきたいと思います。
　ずば抜けた能力もなく、手先も不器用な私ですが、やらずに後悔するより、やって後悔する
ことをモットーに、今まで大阪・東京ではできなかったことにどんどん挑戦していきたいと思
います。そしてこの大月での生活を、皆さんと一緒に楽しみたいと思います。
　どうぞよろしくお願いいたします！

　こんにちは！橋本です。
　この季節は桜も咲いていろいろと新しい事がはじまり、
ドキドキワクワクしますね！
　急ではありますが自分自身も先月で大月町地域おこし協
力隊を卒業し、今月から四万十市にある高知県立中村高等
技術学校の臨時講師として働くことになりました！
　2年前に千葉から夫婦で大月町に移住し、地域おこし協力
隊をさせていただき、その活動を通して、沢山の人とつな
がれたおかげで定住に向けて頑張ることができています。
　自分はのんびりとした性格なので地域おこし協力隊とい
う地域にじっくりつながれる事ができる仕組みに本当に助
けられました。
　もちろん、地域おこし協力隊卒業後も「ヒガシヤマ作り」
や毎月第3日曜日の「ちょっこりマルシェ」は引き続き頑張
っていきます。
　将来的には竜ヶ迫でカフェや農家体験民宿の開業を目指
していますので、これからもよろしくお願いします！
　2年間、本当にありがとうございました！ ▲写真右が橋本さん

地域おこし協力隊が行く！地域おこし協力隊が行く！
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　■お問い合わせ　まちづくり推進課　移住相談員　蕁73－1181
　　移住相談員facebook https://www.facebook.com/tsunagu.otsuki

移住者紹介移住者紹介

小才角地区　尾崎さん
平成29年8月に神奈川県から移住

どうして大月町を選んだのですか？
　炭焼きを勉強したくて、最初は室戸で
修業をはじめました。そこの師匠から大
月町を紹介されて炭窯が空いていたので
ここに来ました。

住んでみてどうですか？
　備長炭づくりは大変な仕事ですが、自分のペースでやりながらもアルバイトやお手伝いをしても
らって、やっていけたらいいなと思っています。
　海沿いの家に住んでいるので、台風や地震が少し不安ですが、ここは本当に自然が豊かで気持ち
いいです。

これからの目標はありますか？
　去年の9月から本格的にはじめてまだ自分のペースをつかみきれてないので、今後はしっかりと自
分のペースをつかんでやっていきたいです。
　いずれは、ちょうど良い大きさの窯を作って、自分で切ってきた木を使って炭づくりができたら
いいなと思っています。

　2月25日から26日の1泊2日で嶺北地域へ視察研修に
行ってきました。
　今回お邪魔したのは、大豊町・土佐町・本山町です。
　嶺北地域は、高知県の中でも移住の先進地で、嶺北
4町村で連携して移住促進に取り組んでいるところです。
　その連携を取り持っている「れいほく田舎暮らしネ
ットワーク」という団体にお話を聞いてきました。Ｕ
ターンで何十年ぶりに地元に帰ってきた方々と、移住
者とが力を合わせて発足した団体で、まちの人との関
係づくりでイベントを立ち上げたり、空き家探しやそ
の紹介、またさまざまな相談対応を行っているとのこ
とでした。
　民間団体のお話だけでなく、土佐町や本山町では、
行政の移住促進の取組として行う「お試し住宅」や廃
校を活用した「シェアハウス」などを見せていただき
ました。
　地域の連携や、移住者がはじめたお店等、今後の大
月町に参考になるものをたくさん見せていただきました。
今回の視察研修での学びを忘れず、活動をしていけた
らと思います。

大月町移住応援隊 活動新聞大月町移住応援隊 活動新聞

嶺北移住関係視察研修に行ってきました！嶺北移住関係視察研修に行ってきました！



　姫ノ井集落活動センター「姫の里」でモーニングサ
ービスが開始されます！
　姫ノ井集落活動センター「姫の里」では、昨年11月
に完成した新しい建物で喫茶スペースを活用するために、
1月からモーニングの運営を検討しはじめました。これ
までに試作や話し合いを行い、メニューもでき上がり、
準備も整ってきました。

　3種類のモーニングにおいしいコーヒーなども準備されています。ぜひお越しください！
＜喫茶に関するお問い合わせ＞
　姫ノ井集落活動センター「姫の里」推進協議会　蕁74－0634（小松まで）

　平成30年4月1日付けの人事異動で大月町を離れることになりました。平成27年度の赴任から、た
くさんの方と知り合い、さまざまな事業に関わる事ができ、大変有意義な3年間でした。
　異動しても地域づくり活動の応援をしていきたいと思います。本当にありがとうございました。

　国内屈指の生産量を誇る本町の養殖マグロを核とし、地域全体の活性化を図ることを目的にふる
さと振興公社、観光協会、商工会、養殖事業者、行政等で「マグロのまち大月推進協議会」を平成
29年5月に設立、町内外で大月産本マグロのＰＲ等を実施しています。

営業日：第2・4水曜日　9時～11時半
　（地区行事などによりお休みになる場合があります。）

　■お問い合わせ　地域支援企画員　岡闢未希子・岡　和生（後任）　蕁62－4117

　■お問い合わせ　マグロのまち大月推進協議会　事務局（産業振興課内）　蕁73－1115

　マグロのまち大月推進協議会の主催で3月8日に大月中
学校体育館にて、大月産本マグロ解体ショーが行われまし
た。大月の海で育った約77キロの大月産本マグロが総合
結婚式場「みやざき」の宮崎静雄さんによって手際よく捌
かれ、子どもたちも歓声を上げ真剣に見入っていました。
その後、宿毛漁業指導所の担当者が町の漁業とマグロ養殖
に関する説明を行いました。
　解体されたマグロは刺身にして小・中学校の給食時に試
食として提供されました。子どもたちは各自、ご飯の上に
刺身をのせマグロ丼にして「甘みがあっておいしい」「め
っちゃうまい」と味わっていました。
　9日には中学3年生最後の給食時にサプライズでマグロ
のかぶと焼が登場。「見るのも食べるのも初めて」という
生徒が多く、みんなで箸を進めていました。
　本協議会では大月小・中学校でのマグロ解体ショー＆試
食を今年度も開催し町の魚である“マグロ”を町内の人に
知ってもらい、「養殖本マグロといえば大月町」と言われ
るように活動を行っていきたいと考えています。

―マグロのまち大月推進協議会について―
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大月産本マグロ解体ショー＆試食IN大月小・中学校
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　大月小・中学校の新入生、入学おめでとうございます！これから忙
しくなると思いますが、全身全霊で勉強や部活動に打ち込んでくださ
い。
　私も中学生の頃は部活動や習い事で忙しい日々を過ごしていました。
月曜日と水曜日はテコンドー教室、火曜日はスペイン語会話部、そし
て木曜日はアメリカ学校農業クラブ連盟に通っていました。私はこの
農業クラブの部長だったし、さまざまな大会に出場していたので忙し
い青春でした。
　そんな忙しい日々を過ごしていても、私は自分の趣味にも気合いと
エネルギーをいっぱいつぎ込んでいました。私は世界で何よりアニメ
を見る事と絵を描く事が好きな中学生でした。
　当時、ポケモンやワンピースはアメリカのテレビでも放送されてい
たんですが、ほとんどの人はどの作品も日本の「アニメ」である事を
知っていなかったんです。だから私がアニメが好きだったので、話が
合う人を探すのが難しくて、正直中学生の頃は友だちなんていません
でした。
　でも友だちを作るために自分の好きなものを見捨てるなんて事はで
きなくて．．．とりあえず自分なりにちょくちょく将来のために頑張
りました。
　当時の将来の夢は医者と声優になる事でした。
　人の助けになる人物になりたかったから平日は「医者」で、アニメ
のキャラクターに命を与える存在にもなりたかったから週末は「声優」
になるというのが夢でした。医者と声優、どっちも両立できる存在に
なりたかったんです。
　「声優」になりたいと思っていたのは無茶な事だと分かってたし、
家族にも反対されていました。でも人生は悔いなく生きていたかった
し、趣味をお仕事にしたいという思いが強かったので、諦めたくなか
ったんです。
　中学校、高校、そして大学卒業後も、私はアニメが好きでした。む
しろ、高校に入ってから初めて日本語の授業を受けて以来、毎年日本
とアニメの事が徐々に好きになりました。
　大学に入ってラジオ・パーソナリティにもなれたし、ネットにも「歌
ってみた」動画を投稿したし、今年の4月は小学生の頃以来ミュージ
カルに出演します！まだアニメの声優にはなれてないですが、声のお
仕事はいろんなところで経験ができて．．．中学校の頃、自分の夢を
諦めなくて良かったと思います。
　アメリカから大月町に来れたのも、「日本でお仕事したい」という
夢を諦めなかったから。
　今国際交流員として大月町のみんなと触れ合えるのも夢を諦めなか
ったから。
　そして4月7日、8日と4月14日、15日にミュージカルの初主演にな
れたのも夢を諦めなかったから。
　だから大月小・中学校の皆さん、1年1年自分の夢に向かって突っ
走ってください！自分が好きなことはずっと好きでいてください！応
援しています！

左から私、担任の先生と副部長

中学校の頃のイラストと
今年のイラスト

ミュージカルの共演者と！

　■お問い合わせ　教育委員会　国際交流員　蕁73－1118
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大月小学校
6 年

大月小学校
6 年

大月小学校
6 年

・平成29年度　歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール　高知県知事賞
しゅんじはたけなか

畠中　春児

ゆうきくろだ

黒田　優妃

はまだ うの

饌田　羽音

受 賞 者学 校 名
団 体 名 受　賞　内　容

・平成29年度　歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール　高知県教育長賞

・2017年度　『夏休み学習旅行招待』　作文の部　入賞

大月小学校
6 年

宿毛中学校
2 年

大月町心身障害者
協議会

・平成29年度　高知県小学校通信陸上記録会　100ｍ走　第1位
はるねすみおか

住岡　春音

ゆなふくおか

福岡　弓納

ささき いさお

笹木　功夫

受 賞 者学 校 名
団 体 名 受　賞　内　容

・第71回高知県中学校総合体育大会　優勝　【バスケットボール】
・第55回四国中学校体育大会　第3位　【バスケットボール】

・第17回全国障害者スポーツ大会　銅メダル　【フライングディスク競技】（ディスタンス部門）

文化賞【個人の部】

スポーツ賞【個人の部】

　4月1日付け委嘱の人権擁護委員に、冨田美惠
子さん（鉾土）・藤原遵子さん（姫ノ井）が新任
されました。
　人権擁護委員は、法務大臣の委嘱を受け、町
民の基本的人権を擁護し、人権思想の普及高揚
を図るための活動に従事する方です。人権相談
のほか、さまざまな啓発活動や人権尊重の取り
組みをしています。

※団体の部は、文化賞およびスポーツ賞は該当者なし。

　■お問い合わせ　高知地方法務局四万十支局　蕁0880－34－1600
　　　　　　　　　町民福祉課　人権対策係　　蕁73－1113

冨田　美惠子さん 藤原　遵子さん

畠中　春児くん 黒田　優妃さん 饌田　羽音さん

住岡　春音さん 福岡　弓納さん 笹木　功夫さん

人権擁護委員の委嘱について人権擁護委員の委嘱について
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場　　　所 場　　　所備　　　考 備　　　考

大月町役場

大月小学校

大月中学校

幡多信用金庫　弘見支店

ＪＡ高知はた大月支所

ローソン　大月店

竜ヶ浜キャンプ場

柏島コミュニティーセンター

黒潮実感センター

ベルリーフ大月

特別養護老人ホーム　大月荘

デイサービスさんご

グループホームのんびり館

グループホームほほえみ

2台、内1台貸出し可能

屯所取り壊し後、移動予定

屯所取り壊し後、移動予定

小才角屯所

旧　大浦屯所

弘見

地区 地区

鉾土

周防形

橘浦屯所

旧　西泊屯所

旧　安満地屯所

水産総合研究センター

旧　柏島屯所

姫ノ井屯所

大月病院

ふれあいパーク・大月

農村環境改善センター

小才角

大浦

姫ノ井

春遠

西泊

橘浦

安満地

古満目

柏島

　1月30日、大月町消防団第2分団安満地部に新型消防車輌が配備されました。
　積載されている小型ポンプや資器材も新しいものとなり、地域防災への貢献が
期待されます。

新型消防車輌配備

　町内で携帯電話から119番通報をすると、まずは宿毛消防署（場所
によっては愛南消防署や土佐清水消防署）へつながります。それから
大月分署へ転送するので少し時間がかかりますが、その間は電話を切
らずにお待ちください。もしくは、下記の問い合わせに直接電話をし
てもらってもかまいません。
　家庭等にある固定電話からの119番通報は直接大月分署へとつなが
ります。

携帯電話から消防署への119番通報について

平成30年度　全国統一防火標語
　「忘れていない？サイフに　スマホに　火の確認」
平成30年度　全国統一防火標語
　「忘れていない？サイフに　スマホに　火の確認」

もしもの時のために、ＡＥＤの使い方を覚えましょう。
町内でもＡＥＤを設置している所が徐々に増えてきました。
設置場所は次のとおりです。

　　■お問い合わせ　幡多西部消防組合　大月分署　蕁73－1313

平成30年3月1日現在

消

だ

り

消
防

よ

防
だ
よ
り
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　本計画は、高齢者が住み慣れた地域で安心して生活を継続できる環境を整備するため、地域包括
ケアシステムの推進や高齢者の生きがいづくりを目指し、「大月町に住んでよかった」と思える地域
づくりを進めるために策定しました。今回は計画の概要について紹介します。

高齢者福祉計画・第7期介護保険事業計画を策定しました。

　■お問い合わせ　保健介護課（地域包括支援センター）　蕁73－1700

　地域包括支援センターでは、上記の計画に基づき、高齢者の総合相談窓口や介護予防の普及啓発
のため地域で活動していきます。
　介護のことや認知症のことなど、気になることは抱え込まずに相談してください。
　また、何歳になっても生きがいを持ち活躍できる地域づくりと介護予防のために、取り組み
たいことや知りたいことがあれば、地域包括支援センターを活用してください。

＜計画の期間＞
　平成30年度～平成32年度

＜計画の基本方針＞
　1．健康で活動的な85歳を目指した健康づくりおよび介護予防の推進
　2．高齢者が健康で地域の支え手となる生きがいづくりの推進
　3．すべての町民が地域でいきいきと暮らすことのできる支援体制の推進
　4．支援が必要な高齢者が在宅生活を継続するための地域づくりの推進
　5．認知症の人と介護家族の支援の推進

＜主な取り組み＞
　1．生活支援・介護予防サービスの基盤整備の推進

従来のサービスに加え、介護予防に特化した予防型通所サービスの充実に取り組みます。また、
地域の実情に応じた生活支援サービスの創出に取り組みます。

　2．高齢者の生きがいづくりと社会参加支援
地区での運動教室やミニ講話を行い、介護予防に取り組む地区の支援を行います。また、自主
的な活動に繋がるように地区リーダーの育成を行い、介護予防の普及啓発を行います。

　3．高齢者の権利を守る支援
高齢者の総合相談窓口として、地域包括支援センターの周知を行います。また、虐待予防や成
年後見制度利用促進など高齢者の権利を守るために、関係機関と連携しながら高齢者の生活や
財産を守ります。

　4．地域包括ケアシステムによる高齢者の在宅生活の支援
地域ケア会議を開催し、介護と医療が互いの役割を活かした高齢者支援を行える体制をつくり
ます。また、生活支援コーディネーターを配置し、地域の課題や実情に応じた生活支援サービ
スなどの地域資源の発掘、創出を行います。

　5．認知症の人と介護家族への支援
認知症地域支援推進員を配置し、定期訪問を行います。さらに、支援の必要性の高い人につい
ては、認知症初期集中支援チームにより適切な治療や介護サービスへつなげます。また、認知
症カフェを開催し、地域の理解を深め当事者が孤立することを防ぎます。

＜第7期介護保険事業計画について＞
　1．第7期計画期間中に整備を計画しているもの

通所介護施設の新築（定員20名から30名に増員）
　2．介護給付適正化に向けた取り組みの推進

利用者に適切な介護サービスを確保し、介護給付の適正化を図
ることで保険料の抑制やサービスの質の維持に取り組みます。

月額5,000円

第7期介護保険料基準額第7期介護保険料基準額第7期介護保険料基準額

※詳しい計画の内容については
保健介護課にて閲覧できます
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健診日 会　　　　　場 対　象　地　区
5月22日（火）
6月 5 日（火）
6月20日（水）
7月 5 日（木）
7月23日（月）
8月24日（金）
8月25日（土）
9月4日（火）

9月14日（金）
10月11日（木）
10月17日（水）
10月21日（日）

集落活動センター姫の里
旧橘浦小学校
古満目地区交流センター
樫西体育館
安満地地区集会所

健康管理センター
柏島区役場
月灘体育館
平山区役場
農村環境改善センター（要予約）

姫ノ井・赤泊・春遠・唐岩
橘浦
古満目
樫ノ浦・西泊
安満地

清王・鉾土・周防形
柏島・一切
小才角・才角・大浦・月ヶ丘
頭集・平山
ひろい健診

農村環境改善センター（要予約） 弘見・泊浦・龍ケ迫・
芳ノ澤・添ノ川

集　団　健　診

社会保険加入者の特定健診について
　特定健診を受診される際には受診券が必要です。社会保険加入の方は、保険者が発行する受
診券を持参のうえ、集団健診、個別健診を受診してください。
　全国健康保険協会（協会けんぽ）加入者には、4月初旬に受診券が自宅宛に郵送されています。
それ以外の社会保険加入者は、それぞれが加入する保険者（会社など）にお問い合わせください。
また、受診できる医療機関が決まっていますので、説明書等をお読みのうえ、希望する医療機
関での特定健診を受診してください。
　加入する医療保険では、大月病院の特定健診が利用できない方は、事前に下記までお問い合
わせください。
　■お問い合わせ　保健介護課　保健衛生係　蕁73－1365

■お問い合わせ　集団健診について：保健介護課　保健衛生係　蕁73－1365
　　　　　　　　受診券について　：町民福祉課　保険係（国保担当・後期高齢者医療担当）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 蕁73－1113

　40歳以上の方を対象に特定健診が実施されます。1人でも多くの方に受診していただけるよう、
下表のとおり各地区で集団健診を行います。都合の悪い方は、大月病院で実施される個別健診をご
利用ください。
　受診券は、各地区の集団健診の日程にあわせて、1カ月前を目安に送付します。なお、個別に受診
券の必要な方は、下記へお問い合わせください。料金は無料です。
　個別健診は、町外の医療機関でも実施しています。平成28年度より、町外医療機関での健診受診
も、料金は無料となりました。なお、町外医療機関での受診に際しては、予約等が必要な場合があ
りますので、必ず事前に電話などでお問い合わせください。

　各地区に出向いて行います。申し込みは不要です（弘見地区、ひろい健診を除く）。

※当日は、受診券を忘れずにご持参ください。

※後期高齢者医療の方で、下記に該当する方は健診の対象となりませんので、受診券は発行さ
　れません。
　　　　① 血圧、脂質異常、糖尿病等で病院や診療所を受診されている方
　　　　② 6カ月以上、継続して入院されている方
　　　　③ 介護施設や障害者施設に入所されている方
　　　　④ 事業主健診を受診されている方　　など
　また、平成30年4月1日以降に、新たに後期高齢者医療の被保険者となられる方は、受診券
が送付されませんので、後期高齢者医療担当までお問い合わせください。

平成30年度　特定健康診査実施予定表平成30年度　特定健康診査実施予定表
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きちんと健康診査等を受診されている方が、対象となる市販薬を購入した際、所得控除を
受けられる場合があります。健康診査結果通知書の添付が必要など、控除を受けられるた
めの条件がありますので、確定申告を行う税務署等へ事前にお問い合わせください。

平成29年1月よりセルフメディケーション税制（医療費控除の特例）がはじまりました

　■お問い合わせ　高知県幡多福祉保健所　蕁0880－35－5979

【主な症状】
　潜伏期間の後、発熱、発疹、腹痛、下痢、吐き気、頭痛、倦怠感、意識障害などが現れます。

【マダニによる感染症を防ぐには】
　マダニは森林や草地など屋外に生息し、屋内にいるダニとは違います。マダニは春から秋
にかけて活動が活発になります。感染予防のワクチン等はありません。マダニに咬まれない
ようにするのが大切です。

【マダニに咬まれてしまったら】
・吸血中のマダニに気づいたら、つぶしたり、無理に引き抜いたりせず、医療機関で処置を

受けてください。
・野山に出かけた後に発熱などの症状が出たら、速やかに医療機関を受診し、マダニに咬ま

れたかもしれないと申し出てください。

　後期高齢者健康診査では、血液や尿検査などを実施しており、皆さんの健康状況を知る良い
機会となっています。生活習慣病などが発見された場合は、早期に適切な治療を受けることで、
病気の重症化を予防することができます。

○対　象　者・・・高知県後期高齢者医療の被保険者の方
＊ただし、長期入院中の方、施設等への入所者の方は対象外となります。

（長期入院患者や施設入所の方は、すでに健康状態を把握され、医師や施設管理者等の指導を
受けていると考えられることから、健診の対象から除いています）
　次の方には、受診券を事前送付します。
　・生活習慣病で通院中でない健診対象者の方
　・昭和17年4月1日～昭和18年3月31日生まれの方
　・平成29年度に健診を受けられた方
　上記以外の方は、申し込みにより受診券が発行され、健診を受けることができます。　
○自 己 負 担・・・無料
○受 診 回 数・・・5月22日（火）～平成31年3月31日（日）の期間内に1回
○受 診 方 法・・・地区での集団健診と医療機関での個別健診があります
　　　　　　　　　（右表をご参照ください）
○持参する物・・・被保険者証、受診券、問診票
○検 査 内 容・・・身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査、その他（問診、診察など）
○健 診 結 果・・・集団健診では結果報告会を実施します。個別検診の方は郵送で送られます。

マダニによる感染症にご注意を！！マダニによる感染症にご注意を！！
　「マダニ」に咬まれて感染する感染症が発生しています。
　高知県内の約7割が幡多地域での事例です。
　マダニによる感染症は、春から秋にかけて増加します。マダニから身を守るために、肌の露出の
少ない服装の着用や防虫スプレーを活用し、かまれないように注意しましょう。

　■お問い合わせ　集団健診について：保健介護課　保健衛生係　蕁73－1365
　　　　　　　　　受診券について　：町民福祉課　保険係（後期高齢者医療担当）　蕁73－1113

健やかな生活を送るために、後期高齢者健康診査を受診しましょう
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予防接種の種類 標準的な接種年齢（接種可能年齢）
B型肝炎 2カ月～9カ月未満（出生後～1歳未満）

ヒブ感染症 接種開始　2カ月～7カ月未満（2カ月～5歳未満）
小児の肺炎球菌感染症 接種開始　2カ月～7カ月未満（2カ月～5歳未満）

四種混合 3カ月～12カ月未満（3カ月～7歳6カ月未満）
BCG 5カ月～8カ月未満（出生後～1歳未満）

麻しん風しん
1期

水痘
2期

日本脳炎

1歳～3歳未満

1歳～2歳未満
就学前１年間

二種混合

1期

子宮頸がん

2期

高齢者の肺炎球菌感染症

11歳～13歳未満
9歳～10歳未満（9歳～13歳未満）

季節性インフルエンザ

小学6年生から高校1年生（16歳相当）になる年度の3月末日まで
・今年度65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳となる方
・60歳～64歳で心臓、腎臓、呼吸器に重い障害のある方

初回：3歳～4歳未満
追加：4歳～5歳未満（6カ月～7歳6カ月未満）　

・65歳以上（接種時点で、65歳になっていること）
・60歳～64歳で心臓、腎臓、呼吸器に重い障害のある方

　■お問い合わせ　保健介護課　保健衛生係　蕁73－1365

　乳幼児、児童等の対象者には、個別に通知をお送りしています。
　子宮頸がん予防接種については、積極的勧奨が差し控えられていますので、個別の通知はいたし
ません。接種を希望される方は保健介護課まで申し込みをお願いします。
　予診票を紛失した方や、何かご不明の点がありましたら、下記までお問い合わせください。

国保に加入するとき、やめるときは14日以内に届出をしてください。

　■お問い合わせ　町民福祉課　保険係（国保担当）　蕁73－1113

　申請により、修学中の特例（マル学）の保険証が交付されます。
　申請には下記のものが必要です。
○修学のため町外に住所を移すとき（マル学）
　・学校へ行くため、他市町村へ転出する場合…保険証および合格通知等入学が確認できる書類
　・進級のためマル学を継続する場合……………保険証および学生証もしくは在学証明書
○卒業によりマル学でなくなったとき

　学校を卒業した方が大月町以外に住所を移している場合、大月町国保の資格は喪失となります
ので、卒業証書のコピーを持って届出してください。

※同じ都道府県の他市町村に転出する場合も届出は必要です
国保の資格は継続しますが、それまでの被保険者証は使えなくなり、転出した市町村で保険証が交付されますので、届出が必
要です。

加入の手続きが遅れると・・・
・保険税は、届出をした月の分からではなく、国保

の資格を得た月の分から納めます。届出が遅れる
と、その時点までさかのぼって納める必要があり
ます。（遡及賦課）

・届出をしない間は保険証がないため、その間にか
かった医療費はやむを得ない場合を除き、全額自
己負担となってしまいます。

国保に加入するとき

やめる手続きが遅れると・・・
・国保の資格がないのに手元に保険証があると、う

っかりそれを使って医療機関を受診しがちです。
国保が負担した医療費をあとで返還しなければな
らなくなります。
・届出をしないと国保に加入し続けていることにな

り、保険料は請求されます。知らない間に二重に
納めてしまうことがあります。

国保をやめるとき
・他の都道府県へ転出したとき
・職場の健康保険等へ加入したとき
　（被扶養者になったとき）
・死亡したとき
・生活保護を受けはじめたとき

・他の都道府県から転入したとき
・職場の健康保険等をやめたとき
　（被扶養者からはずれたとき）
・子どもが生まれたとき
・生活保護を受けなくなったとき

定期予防接種のお知らせ定期予防接種のお知らせ

国民健康保険の資格異動には届出が必要です！

修学のため国内の別の市町村に住所を移した場合
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平成30年3月まで

平成30年4月より

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

A県
P市

Q市

① ② ③

① ② ③ ④

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

A県
P市

Q市

① ② ③

④ ⑤ ⑥ ⑦

P市からQ市へ転出

P市からQ市へ転出 ※後期は元からこの通算方法です。
　変更はありません。

ここから多数

こここから多数

所得区分

住民税課税世帯

低所得者Ⅱ
90日まで
90日以上

低所得者Ⅰ

住民税
非課税世帯

一般病床に入院
国保・後期

食事代（1食につき） 食事代（１食につき） 居住費
460円 460円
210円

210円

130円

1日
370円160円

100円

65歳以上の方が療養病床に入院
国　保

　■講座に関する申し込み・お問い合わせ
　　特定非営利活動法人　要約筆記高知・やまもも　蕁088－879－5534

　■お問い合わせ　町民福祉課　保険係（国保・後期担当）　蕁73－1113

○対 象 者　講座終了後、高知県要約筆記者認定試験を受験し、試験合格後に要約筆記者
　　　　　　として継続して活動できる18歳以上の方
○期　　間　5月20日（日）～11月18日（日）　毎週日曜日午前9時30分～午後0時30分
○場　　所　高知市旭町2丁目21－6　高知市障害者福祉センター
○受 講 料　無料（ただしテキスト代等の実費3,500円程度が必要）
○申込期限　5月14日（月）

　聴覚障害者に文字で情報を伝える要約筆記者の養成講座です。手書きとパソコンの2つのコ
ースがあり、全29回の受講となります。
※パソコンコースを受講される場合は、パソコンの持参をお願いします。（応相談）

※入院日数が90日以上となった場合、長期入院該当の申請が必要です。
※住民税非課税世帯の方は「限度額適用・標準負担額減額認定証」か「標準負担額減額認定証」が必要に
なりますので、下記まで申請してください。

　入院したときは、診療や薬にかかる費用とは別に食事代や居住費がかかります。下表の金額を自
己負担し、残りは国保または後期が負担します。

　医療費の負担が高額となり自己負担が限度額を超えた場合、申請して認められれば、限度額を超
えた分が高額療養費として後から支給されます。さらに、同じ世帯で過去12カ月以内に高額療養費
に4回以上該当した場合、限度額が引き下げられます。これを「多数該当」といいます。
　これまで市町村をまたいで転出入した場合、国保の資格を喪失するため高額療養費の該当回数は
通算できませんでした。しかし、平成30年4月以降は同一都道府県内での住所異動は資格の喪失と
はならないため、該当回数が通算できるようになります。

要約筆記者養成講座について

入院時の食事代の負担額が変わります（国保・後期）

高額療養費の多数該当の通算方法が変わります（国保）

平成30年度から国民健康保険と後期高齢者医療保険制度が変わります！

同一都道府県内での住所異動にともなう多数該当の通算
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1ヵ月 6ヵ月 １年 2年

行　事　予　定　表（5月～6月）
日 曜日 行 事 名 お よ び 内 容 場　　　所 時　　　間月

第19回　わんぱくフェスティバル ふれあいパーク・大月 9：00～

13：00～予定

■お問い合わせ　大月町イベント実行委員会　蕁73－1610

5

6

土19

日20

土9

毎年こどもの日に行われている「わんぱくフェスティバル」。さまざまなミッションをクリア
して、最後のビンゴゲーム大会に挑戦。どんな景品があるかは当日のお楽しみに！

公民館サークル発表会 農村環境改善センター

■お問い合わせ　中央公民館　蕁73－0049

今年も各サークル（民踊・カラオケ・歌謡体操・詩吟・コーラス・舞踊・スポーツダンス等）
会員が日頃の練習の成果を発表いたします。たくさんの皆さまのご来場をお待ちいたしており
ます。

健康パスポートはお持ちですか？健康パスポート取得のためのポイントを配布するイベントを
実施します。血圧測定や体組成測定、医師による健康相談などもありますので、みなさんぜひ
ご参加ください。

大月の豊かな海をテーマにした写真コンテスト！ほかにも県内グルメやステージイベント、体
験メニューも盛りだくさんです！

■お問い合わせ　保健介護課　保健衛生係　蕁73－1365

9：00～ウミノフォトフェス in カシワジマ2018 すくも湾漁協柏島支所

■お問い合わせ　大月町観光協会　蕁62－8133

10：00～11：30大月町健康パスポートイベント 健康管理センター

土5

A：納付書による現金納付および翌月末
　　の口座振替で納付するとき

納付書により前納すると
(Aとの割引額)

口座振替により前納すると
(Aとの割引額)

16,340円 98,040円 196,080円

97,240円
(800円)

192,600円
(3,480円)

393,000円

16,290円
(50円)

96,930円
(1,110円)

191,970円
(4,110円)

377,350円
(15,650円)

　平成30年4月分から平成31年3月分までの国民年金第1号被保険者および任意加入被保険者の1カ
月あたりの保険料は16 ,340円です。
　なお、一定期間の保険料をまとめて納めることにより保険料が割引となる「前納制度」があります。
　口座振替およびクレジットカードによる、4～9月分の6カ月、1年および2年前納の申し込みにつ
いては、2月末で受付を終了していますが、現金納付については4月中であれば手続き可能です。

　また、定額保険料に付加保険料（月400円）を上乗せして納めることで、受給する年金額を増やせ
ます。

　毎月第4火曜日の午前10時から午後3時（昼休みを除く）、役場会議室にて日本年金機構幡多年金事
務所による出張年金相談を行っています。相談は予約制です。
　各世帯に、平成30年度の相談日程表を配布しています。見えやすい場所に貼るなどしてご利用く
ださい。

　■お問い合わせ　町民福祉課　保険係（年金担当）　蕁73－1113
　　　　　　　　　幡多年金事務所　　　　　　　　 蕁0880－34－1616 

◎年金相談について

国民年金保険料が変わります国民年金保険料が変わります
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総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る

行
政
相
談
委
員
が
、
国
な
ど
の
行

政
に
対
す
る
相
談
・
苦
情
・
要
望

等
を
聞
き
、
解
決
の
促
進
を
図
り

ま
す
。
「
国
の
仕
事
」・「
県
や
市

町
村
が
国
の
補
助
を
受
け
て
行
っ

て
い
る
仕
事
」
な
ど
に
つ
い
て
、

困
っ
て
い
る
こ
と
、
分
か
ら
な
い

こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
行

政
相
談
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
６
月
１
日（
金
）

　
８
月
１
日（
水
）

　
１０
月
１
日（
月
）

　
１２
月
３
日（
月
）

　
２
月
１
日（
金
）

　
午
前
１０
時
〜
正
午

●
場
所

　
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所

　
相
談
室

●
大
月
町
行
政
相
談
委
員

　
長
山
　
巌

　
蕁
７３
ー

１
７
９
３

※
相
談
は
委
員
の
自
宅
や
、
電

話
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
福
祉
課
　
人
権
対
策
係

　
蕁
７３
ー

１
１
１
３

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
蕁
７３
ー

１
１
１
９

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

元
気
に
育
っ
て
ネ
！

谷
　
和
真
く
ん（
成
畑
）

平
成
３０
年
２
月
１７
日
生

保
護
者
　
真
一
・
和
香
さ
ん

饌
田
　
真
桜
斗
く
ん（
郷
）

平
成
３０
年
３
月
４
日
生

保
護
者
　
征
臣
・
い
く
み
さ
ん

（
２
月
〜
３
月
届
出
分
）

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん

か
ず
まま

お
と

　
本
町
で
は
、
子
ど
も
が
地
域
で

元
気
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
ま

た
妊
婦
さ
ん
や
保
護
者
の
子
育
て

を
応
援
す
る
た
め
に
、
「
児
童
見

守
り
相
談
員
」
を
配
置
し
て
い
ま

す
。

　
子
育
て
の
悩
み
・
気
に
か
か
る

こ
と
な
ど
、
子
ど
も
（
１８
歳
ま
で
）

に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん
な
相
談

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
児
童
虐
待
防
止
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
保
護
者
の

方
に
限
ら
ず
ど
な
た
で
も
、
気
に

な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
児
童
見
守
り
相
談
員

　
武
田
　
た
か
惠

■
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
福
祉
課
　
福
祉
係

　
蕁
７３
ー

１
１
１
３

　
児
童
見
守
り
相
談
員（
直
通
）

　
　
０
９
０
ー
４
９
７
１
ー
７
４
７
０

　
高
齢
者
等
が
居
住
す
る
住
宅
を
、

身
体
の
状
況
に
応
じ
て
安
全
か
つ

利
便
性
に
優
れ
た
物
に
改
修
す
る

こ
と
に
よ
り
、
本
人
お
よ
び
介
護

者
等
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
町
内
に
住
所
を
有
し
、

次
に
該
当
す
る
世
帯
で
、
生
計
中

心
者
の
前
年
の
所
得
税
額
が
３０
万

円
未
満
の
世
帯
。

①
介
護
保
険
制
度
の
要
支
援
か
ら

要
介
護
の
判
定
を
受
け
た
者
を

含
む
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
者
で
身
体
上
の
障
害
が
一

級
ま
た
は
二
級
の
者
（
一
部
、

運
動
機
能
障
害
の
あ
る
障
害
等

級
三
級
を
含
む
）
を
含
む
世
帯

③
①
お
よ
び
②
に
該
当
し
な
い
６５

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
居
住

し
て
い
る
世
帯
補
助
対
象
基
準

額（
総
工
事
費
）は
、
①
お
よ
び

②
の
世
帯
は
１
０
０
万
円
ま
で
、

③
の
世
帯
は
３０
万
円
ま
で
で
す
。

そ
の
う
ち
、
県
３
分
の
１
、
町

３
分
の
１
補
助
、
残
り
は
申
請

世
帯
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
改

造
内
容
に
よ
っ
て
は
対
象
に
な

ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

申
請
を
希
望
さ
れ
る
世
帯
は
、

現
地
へ
訪
問
・
聞
き
取
り
・
説

明
を
し
ま
す
の
で
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
福
祉
課
　
住
宅
改
造

　
支
援
事
業
担
当

　
蕁
７３
ー

１
１
１
３

　
「
使
う
ほ
ど
元
気
に
な
れ
る
健

康
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
「
高
知
家
健
康
パ

ス
ポ
ー
ト
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
、
健
康
パ
ス
ポ

ー
ト
は
お
持
ち
で
す
か
。

　
今
回
獲
得
し
た
ポ
イ
ン
ト
シ
ー

ル
で
応
募
で
き
る
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
抽
選
会
を
実
施
し
、
次
の
番
号

の
方
々
が
見
事
当
選
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
回

の
抽
選
は
１０
月
の
予
定
で
す
。
5

月
に
は
「
大
月
町
健
康
パ
ス
ポ
ー

ト
イ
ベ
ン
ト
」
も
実
施
し
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
１
等
「
お
医
者
さ
ん
の
快
夢

ま
く
ら
」
１
名

　
パ
ス
ポ
ー
ト
Ⅱ
ナ
ン
バ
ー

　
３
０
７
３

●
２
等
「
熱
中
症
対
策
温
湿
度

計
」
２
名

　
パ
ス
ポ
ー
ト
Ⅱ
ナ
ン
バ
ー

　
３
０
７
８
・
３
０
９
０

■
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
介
護
課
　
保
健
衛
生
係

　
蕁
７３
ー

１
３
６
５

おしらせ

INFORMATION

児
童
見
守
り
相
談
員
の
紹
介

行
政
相
談
所

住
宅
改
造
支
援
事
業
に
つ
い
て

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
抽
選
会
を

実
施
し
ま
し
た
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知っちょこ！大月まめ知識知っちょこ！大月まめ知識知っちょこ！大月まめ知識知っちょこ！大月まめ知識
Vol.32

　ヒョウモンダコは鮮やかなブルーのリング模様が特徴的な美しい
タコです。暖かい海に生息する種で日本では千葉県以南に分布して
います。体長10㎝ぐらいと小型ですが、唾液腺にフグの毒と同じ神
経毒を持っており、噛まれると危険です。神経毒は呼吸筋を麻痺さ
せるので自分で呼吸ができなくなり、最悪の場合、死に至ります。
　ヒョウモンダコが発見されるとよくニュースになりますが、大月
の海ではさして珍しい生き物ではありません。普通にダイビングを
していると時々目にします。
　体の形や色、模様を変えて海底の風景に溶け込んでいるので、じっとしていると目立ちません。餌
である小型のエビやカニなどを食べている時やこちらに気づいて逃げる時などにあの鮮やかな色と模
様になります。浅い海底に落ちている貝の殻や空き缶などに隠れていることもあるので注意が必要です。
あちらから襲ってくることはないので見つけたらそっとしておいてあげましょう。

（黒潮生物研究所　中地シュウ）

美しき毒ダコ　ヒョウモンダコ美しき毒ダコ　ヒョウモンダコ

4/1 観光開き・夜桜音楽会
　4月1日に長沢地区の月光桜にて、大月町観光協会主催によ
る観光開き・夜桜音楽会が開催されました。
　今年は天候に恵まれ、かつ桜も満開のタイミングで開催で
き、月光桜を目当てに訪れた観光客は写真撮影や景観を楽しん
でいました。
　ライトアップされた月光桜の下では、大月中学校吹奏楽部を
含めた4組の出演者が演奏を行い、幻想的な雰囲気と音楽に酔
いしれました。


